














地方のさらに地域はどう創生すべきか？
加古川市の一地域を通して考えてみる

人口１０００人の町
歴史的背景と町の現状
人口減少を数字で見る
人口増への制約条件
地場産業の衰退
町活性化への取り組み
地方のなかの地域をどう創生するか？



人口１０００人の町

加古川市上荘町国包

歴史ある町であるが、今は時代の変化
についていけずに忘れ去られつつある



兵庫県加古川市



兵庫県加古川市上荘町国包（くにかね）





国包町並み
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歴史的背景と町の現状

国包はかつては湯之山街道と加古川舟運が交わる流通の要衝
であった。町並みは加古川市の歴史的景観保存地区とされたが
震災でその面影はなくなった。

度重なる洪水に悩まされた地でもあった。洪水時に住民が避難す
るための築山が築かれた。そこに植えられた榎（樹齢２５０年）が
加古川市唯一の天然記念樹木に指定されている。

水利が悪く農作には苦労があった。２００年前に用水を引くことで
農地拡大に成功した。

地場産業は約１９０年前に発祥した国包建具である。

生活圏は八幡町に近いが、行政上は対岸の上荘町に属する。農
協も八幡農協ではなく上荘農協に属する。



上荘町国包（Wikipedia)

2013年4月1日現在 人口は1081人、世帯数391世帯
地場産業は国包建具

古代から加古川の水害に悩まされてきた。鎌倉時代ま
で、加古川西岸に存在していたが、1225年(嘉禄元
年)8月の大水害により元の集落は、河原となり、住人
は東岸に移動した。
湯山街道の宿場町として栄え、1594年（文禄3年）の加
古川の舟運が開発されると木材、酒、米の集約地とし
て栄えた。



1225年（嘉禄元年） 加古川大洪水 国包村全村流失
1756年（宝暦８年） 国包の築山（洪水時の避難場所）完成
1816年（文化20年） 亀之井用水が完成 国包村の水利改善
1825年（文政８年） 国包建具の発祥
1874年（明治 7年） 国包尋常小学校開校、国包郵便局開局
1889年（明治22年） 町村制により上荘村
1900年（明治33年） 国包銀行が開業
1913年（大正 2年） 播州鉄道加古川本線国包駅（厄神駅）開業
1916年（大正 5年） 播州鉄道三木線国包駅が開業
1921年（大正10年） 加古川大改修起工式（1933年完了）
1953年（昭和28年） 国包建具協同組合技能者養成所開所式
1955年（昭和30年） 上荘村、平荘村、八幡村が加古川市に合併
1968年（昭和43年） 圃場整備事業開始（1978年完了）
1995年（平成７年） 阪神・淡路大震災、以降古い家々が消失
2008年（平成20年） 三木鉄道廃止・代替バス運行
２０１４年（平成２６年） 東播磨南北道路開通

国包の歴史・概要





Ｋａｋｏ－Ｓｔｙｌｅ２ 特定非営利活動法人シミンズシーズ ２０１５年４月２０日発行



国包川辺実況図（嘉永）

嘉永は元年から７年まで
西暦では
１８４８～１８５５年
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昭和初期の国包の町並み



国包町並みの建具製作所

X

X
X

X





















人口減少を数字で見る

人口は漸減中である。

近隣の町と比べて若干ではあるが平均
年齢は若い。



加古川市の統計より



平成２７年８月 町丁別住民基本台帳人口



http://demography.blog.fc2.com/blog-entry-869.html

加古川市の人口推移



２０４０年の若年女性（２０～３９歳）人口推計

地方消滅 増田寛也著
（中公新書、２０１４年８月）



人口増への制約条件

１９８１年（昭和４６年） 市街化調整区域指定
２００６年（平成１８年） 既存住宅制度廃止

土地取得・住宅建築が困難に
２００７年（平成１９年） 田園まちづくり制度を設けその

一部を緩和へ

（参考）

阪神・淡路大震災（１９９５年、平成７年）の後、多くの
家が壊され、一部は建て替え、一部は更地、そして大
敷地の家については宅地開発が行われた。







まちづくり協議会
（市街化調整区域）

高畑地区 薬栗地区
宗佐地区 神木地区
小野地区 都染地区
国包地区 横大路地区
中西条地区 西中地区
下村地区 船町地区
厄神地区 野村地区
見土呂地区 上西条地区
井ノ口地区 日光口地区
磐東地区



田園まちづくり地区人口
町部：田園部＝９：１



下水道普及地域と市街化調整区域

市街化調整区域





国包まちづくりニュース(平成19年9月)（PDF：40.2KB）
国包まちづくりニュース(平成19年12月)（PDF：1,016KB）
国包まちづくりニュース(平成20年3月)（PDF：838.8KB）
国包まちづくりニュース(平成20年4月)（PDF：977.8KB）
国包まちづくりニュース(平成20年9月)（PDF：1.2MB）
国包まちづくりニュース(平成21年5月)（PDF：1.3MB）

田園まちづくり制度

















国包の地場産業 国包建具

１９０年の歴史

生活様式・建築様式の変化につれ需要減少

一個作り・材料費高騰による製品価格高

海外製品の流入による価格低下圧力

従事者の高年齢化・後継者不足

技術・製品の「良さ」の発信力不足



見に来てや！ 東播磨
http://www.e-harima-tourism.jp/special/specialty/?tab=2



神戸・兵庫の郷土史Ｗｅｂ研究館資料 jbs03che.pdf
兵庫県の地場産業の沿革および特色、事業活動３化学・雑貨
「兵庫県の地場産業の紹介」平成２７年９月より
（資料提供：兵庫県産業労働部産業振興局工業振興課）

http://kdskenkyu.saloon.jp/pdf/jbs03che.pdf





家具・木工品( 国包建具)

≪沿革及び特色≫
国包建具の発祥は、文成年間(1825 年)頃と言われている。国包は、江戸時代に加古川
を利用した高瀬舟の寄港地であり、木材や酒米の集散地として栄えた。それに伴い加古
川上流(北播・杉原地方)から筏で運ばれてくる木材を製品化する木挽き職人が生まれ、
国包に木工業が芽生えた。更に、唐箕（農作業用の選別機）づくりを経て建具造りへと移
行した。

国包家具の特色は独特のデザイン、品格と手工性にある。特に、組物を得意として各種
の伝統的な紋様を新しい建具に組み入れ、建具づくりの伝統を受け継いでいる。近年で
は、量産を強いられ動力機械の導入も見られるが、その製品の優秀さは全国的に有名
であり、発展を続けている。
昭和46 年11 月には播州国包建具事業協同組合を結成して共同仕入れや共同受注に
注力している。また、各種展示会に出品して数多くの賞を得るなど確固とした地位を保っ
ている。

製品の種類も多様化しているが、構造上では板戸、紙張り障子、格子戸、らん間、フラッ
シュドアに分けられる。使用場所別に見ると内装建具(ガラス戸、ドア、ふすま、間仕切り
らん間等)と外回り建具(玄関ドア、玄関引き戸、ガラス戸、網戸、雨戸、よろい戸等)に分
けられる。フラッシュドア（両面にベニヤ板を張り付けたドア）は戸建用もあるが、現在で
はマンション用が中心である。

兵庫県のＷｅｂより
http://web.pref.hyogo.lg.jp/ie07/documents/23kunikanettategu.pdf
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神戸新聞
２０１５年
８月２５日



平成27年度第1回加古川市まち・ひと・しごと創生戦略会議
加古川市ホームページ



町活性化への取り組み

第１回 国包伝統文化祭

国包の有志６０名で実施

出展作品も国包在住者より



国包伝統文化祭２０１５











神戸新聞
２０１５年９月６日



地方のなかの小さな地域をどう創生するか？
人口を増やし活気ある町に

地域社会の結束力強化
住み良い国包に

地域経済
地場産業・国包建具の振興

国包の認知度向上
国包建具、レガッタ、加古川マラソン折り返し点など



テーマ

東京

名古屋

京都 大阪

加古川

国包
神戸

地方の中の
地域は生き
残れるか？



出所：観光まちづくり（学芸出版社、２００９年）
中小企業診断士理論政策更新研修（平成２７年度）

地域社会の結束力
を強化し、より住み
やすい町に

地場産業・国包
建具の再興を

外部の人に存在
を知ってもらえる
町に

国包においては
３者が協働で



地域社会の結束力強化 住み良い町・国包に

強み
住民同士が顔見知りであり住みやすい
国包建具が地場産業として認識されている
山陽自動車道・東播磨南北道に近い
弱み
住宅建築に制約がある
車がなければ移動が大変
下水道が完備されていない
農地の有効利用がなされていない
機会
「国包伝統文化祭」の勢いが継続するか
隣接する八幡町には小売店舗や喫茶店、病院などが進出
してきている
脅威
人口減少と高齢化が徐々に進んでいる
大学になると若者が町を離れる





地域経済
地場産業・国包建具の振興

事業者がまとまり後継者を育てる工夫が必要。

国包建具の存在と素晴らしさを広く知ってもらう仕組みづくり必
要がある。

建具屋が弱い結びつきで機能分担し、国包建具の製品力を強
化する必要がある。

播州国包建具事業協同組合、建具屋でホームページを開いて
いるところなし。
「1953年（昭和28年） 国包建具協同組合技能者養成所開所式」
が継続しているとは思えない。

地域創生の機会を有効に利用する努力が必要。



加古川市地方創生戦略案
神戸新聞 ２０１５年８月２９日

基本目標

結婚・出産・子育て
安全安心と地域連携
地域への人の流れの創出
安定雇用の創出



国包の認知度向上
国包建具、レガッタ、加古川マラソン折り返し点など

レガッタ
市民レガッタ、大学対抗レガッタが開催される。年に数回、
国包公会堂で大学生が合宿している。

加古川マラソン
平成２６年 フルマラソン（登録）（完走者数：687名）フルマ
ラソン（一般）（完走者数：3138名）



http://www.alchemist.jp/kunikanenojouhou/kunikane_gaiyou.html

アピール・ポイントを整理し物語を紡ぐ


